
 

 

 

 

 

 

 

 

強 い 心 を 育 て る 

校長 髙橋 利明 

新年明けまして おめでとうございま

す。それぞれの想いで令和４年を迎えられ

たことと思います。３年生のご家庭では、

「本当のおめでとうは３月です」というこ

ともあろうかと思いますが、新年を健やか

に迎えられましたことを、まずは共に喜び

たいと思います。本年もよろしくお願いい

たします。 

さて、３年生にとっては進路決定の季節

となりました。１月中旬の県内私立高校受

験に始まり、都内私立高校受験、さらに県

公立高校受検と、心休まることのない日々

が続きます。また、受験（受検）ともなれ

ば、その結果は全ての生徒にとって、うれ

しい結果とはならない場合もあります。第

２希望もあれば第３希望に進学しなければ

ならない場合もあります。それを失敗とと

らえるかどうかは、本人の気持ち次第です。

私たちの生活において、すべてが思い通り

にいくことは難しいことだからです。 

しかし、人間は常に強くなりたい、勝ち

たいという前向きな本能を持っています。

一生懸命練習をしたり、勉強をしたりする

のはそのためです。反面、様々なことから

自分を守ろうとする本能も併せて持ってい 

 

ます。これらは、失敗に言い訳をして正当

化しようとしたり、友だちのちょっとした

発言や悪口などに対して過剰な反応をした

りすることです。もちろん自分を守る防衛

本能は大切なのですが、過剰に反応するこ

とが俗に言う「キレる」という言葉なので

はないかと思います。 

 試合で負かされた相手を認め、尊敬する

心を持つためには、広い心が必要ですが、

その心は負ける悔しさを味わい、その悔し

さを克服することから育ちます。勝った時

には、その喜びから新たな意欲が生まれま

すが、負けた時には、黙ってぐっとこらえ

る強さを身に付けることができるのです。 

 親として、教員として、生徒たちが失敗

したり、負けたりして悔しがる姿を見るこ

とは、とても辛いものです。しかし、勝っ

たり負けたりの繰り返しこそが自分と向き

合い、友だちを大切にし、簡単にキレたり

しない強い心を育てていくと信じ、時には

励ましの声をかけながら寄り添い、そっと

見守りながら、自ら立ち上がり、正々堂々

と生きていこうとする、生徒たちの強い心

をこれからも根気強く育てていきたいと思

います。 
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